
中
な か

根
ね

 久
ひ さ

治
じ

 議員
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三
ヶ
根
駅
に
来
て
も
車
を
停

め
て
置
く
場
所
は
な
い
。
不
意

に
来
て
も
利
用
で
き
る
駐
車
場

が
地
元
の
要
望
だ
。
早
め
の
対

応
を
問
う
。

 
地
元
の
声
は
町
へ
届
い
て

い
た
の
か
。

 

環
境
経
済
部
長　

深
溝
学

区
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
よ
り

提
言
書
が
出
て
い
る
。

　
　

中
に
公
共
駐
車
場
の
整
備

が
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

も
1
位
と
確
認
し
て
い
る
。

 

三
ヶ
根
駅
へ
の
日
利
用
公

共
駐
車
場
の
取
り
組
み
は
。

 

建
設
部
長　

基
本
計
画
の

策
定
を
考
え
た
い
。

 

駅
周
辺
の
駐
車
場
は
月
極

契
約
ば
か
り
。
不
意
の
利
用

者
「
一
言
さ
ん
お
断
り
」
の

駐
車
場
だ
け
に
な
っ
た
。
こ

れ
か
ら
ど
う
す
る
の
か
。

 

環
境
経
済
部
長　

東
口
の

エ
リ
ア
の
駅
前
広
場
用
地
や

ロ
ー
タ
リ
ー
部
分
は
町
有
地

で
、
段
階
的
に
整
備
を
進
め

て
い
く
。

 

「
三
ヶ
根
駅
前
再
生
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
よ
う
な
計

画
を
作
成
し
て
は
ど
う
か
。

 

町
は
、
3
駅
と
ハ
ッ
ピ
ネ

ス
・
ヒ
ル
・
幸
田
の
3
駅
プ

ラ
ス
1
を
拠
点
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、
時

期
は
明
言
で
き
な
い
が
、
考

え
て
い
る
。

　

い
ま
だ
手
付
か
ず
の
西
口
の

課
題
を
問
う
。

 

三
ヶ
根
駅
前
休
憩
所
の
団

体
利
用
に
は
条
例
の
壁
が
あ

る
の
で
は
。

 

環
境
経
済
部
長　

イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
独
占
的
に
専
用
利

用
す
る
場
合
は
、
申
請
書
の

提
出
が
必
要
。

 

西
尾
市
観
光
案
内
看
板
が

狭
い
駅
西
広
場
の
最
も
要
の

場
所
に
あ
る
。
維
持
管
理
や

所
有
者
は
、
移
設
計
画
は
。

借
地
料
や
広
告
料
は
。

 

西
尾
市
商
工
観
光
課
。

　
　

今
の
段
階
で
は
、
移
設
ま

た
は
撤
去
は
考
え
て
い
な
い
。

　
　

基
本
的
に
無
償
。

 

殉
国
七
士
の
霊
廟
案
内
石

碑
は
な
ぜ
駅
前
に
あ
る
の
か
。

町
と
の
関
係
は
な
に
か
。

 

昭
和
42
年
開
業
時
は
、

三
ヶ
根
山
へ
の
観
光
の
最
寄

り
駅
と
し
て
多
く
の
人
に
利

用
さ
れ
、
訪
れ
る
人
へ
の
案

内
標
と
し
て
設
置
さ
れ
た
。

　
　

管
理
者
は
西
尾
市
商
工
会
。

 

バ
ス
の
待
合
所
、
タ
ク

シ
ー
乗
り
場
、
観
光
案
内
看

板
を
配
置
換
え
し
て
、
駐
車

場
を
拡
大
し
、
三
ヶ
根
駅
西

口
の
再
整
備
を
。

 

西
口
の
ロ
ー
タ
リ
ー
は
、

Ｊ
Ｒ
東
海
の
用
地
で
あ
り
、

再
整
備
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ｒ
と

の
協
議
も
踏
ま
え
て
計
画
的

に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

三ヶ根駅西口のロータリー

６
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

あ
い
さ
つ

議
会
報
告
会

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

一
般
質
問

政
務
活
動
費
の
ゆ
く
え

一 般 質 問

三
ヶ
根
駅
に
日
利
用
公
共
駐
車
場
を

基
本
計
画
の
策
定
を
考
え
た
い

問

答

問

答

三ヶ根駅西口の
再整備を

JR東海との
協議が必要



水
み ず

野
の

 千
ち

代
よ

子
こ

 議員
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子
ど
も
食
堂
は
、
月
に
数
回
、

無
償
か
安
価
で
子
ど
も
た
ち
に

食
事
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

現
在
は
、
大
人
も
参
加
で
き
る

地
域
の
つ
な
が
り
の
場
と
し
て

の
役
割
も
果
た
し
て
お
り
、
全

国
的
に
広
が
っ
て
い
る
。

 

全
国
・
県
内
の
設
置
状
況

は
。

 

健
康
福
祉
部
長　

全
国
で

２
２
８
６
カ
所
、
県
内
に
は

66
カ
所
の
開
設
。

 

近
隣
市
町
の
現
況
は
。

 

岡
崎
市
内
で
の
実
施
は
、

月
2
回
で
子
ど
も
は
無
料
、

大
人
が
３
０
０
円
。
東
浦
町

内
の
食
堂
で
は
子
ど
も
は

２
０
０
円
、
大
人
が
３
０
０

円
。
全
て
大
人
も
参
加
で
き

る
。

 

運
営
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

で
あ
る
が
、
大
阪
府
池
田
市

や
宮
城
県
柴
田
町
な
ど
は
、

子
ど
も
食
堂
の
開
設
費
と
運

営
費
を
補
助
し
て
い
る
。
認

識
は
。

 

基
本
的
に
自
主
運
営
が
多

い
。
東
浦
町
で
は
社
会
福
祉

協
議
会
か
ら
の
補
助
、
県
内

10
カ
所
で
社
会
資
源
を
活
用

し
た
開
設
モ
デ
ル
が
あ
る
。

 

子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
の
高
齢
者
な
ど
大
人
も

参
加
で
き
る
子
ど
も
食
堂
の

設
置
を
。

 

町
長　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

地
域
住
民
、
食
育
の
関
係
者

と
協
力
し
て
支
援
し
て
い
き

た
い
。

 

障
が
い
者
・
高
齢
者
な
ど

の
た
め
に
、
庁
舎
前
、
町
民

会
館
の
駐
車
場
屋
外
ト
イ
レ

を
多
目
的
ト
イ
レ
に
。

 

総
務
部
長　

町
全
体
の
計

画
と
い
う
点
で
、
必
要
性
、

優
先
順
位
を
検
討
し
た
上
で
、

計
画
的
に
考
え
て
い
き
た
い
。

 

国
土
交
通
省
は｢

マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
整
備
・
運
用

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

２
０
１
８
年
版｣

を
策
定
。

　
　

設
置
す
る
自
治
体
が
増
え

て
い
る
。
県
内
の
現
況
は
。

 

建
設
部
長　

県
内
に
は
２

　

９
１
２
基
。
う
ち
名
古
屋
市

に
７
８
０
基
、
岡
崎
市
に
５

　

２
２
基
、
豊
田
市
に
４
０
９

基
と
進
ん
で
い
る
。

　
　

西
尾
市
、
蒲
郡
市
で
は
設

置
し
て
い
な
い
。

 

避
難
所
に
お
け
る
生
活
環

境
が
常
に
良
好
で
あ
る
よ
う

に
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の

設
置
を
。

 

先
進
地
の
事
例
を
検
討
し
、

本
町
に
ど
の
よ
う
な
方
法
が

一
番
良
い
か
取
り
組
み
た
い
。

 

災
害
時
の
ト
イ
レ
不
足
を

解
消
す
る
「
移
動
式
ト
イ
レ

カ
ー
」
や
、
車
イ
ス
対
応
の

「
福
祉
ト
イ
レ
カ
ー
」
な
ど

が
あ
る
。
導
入
の
考
え
は
。

 

総
務
部
長　

高
額
な
も
の

な
の
で
、
補
助
金
な
ど
計
画

的
に
考
え
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
マ
イ

レ
ポ
の
取
り
組
み
。

 

事
例
を
研
究
し
て
可
能
性

を
判
断
。

子ども食堂はるたま（東浦町内）

６
月
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

あ
い
さ
つ

議
会
報
告
会

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

あ
い
・
ら
ぶ
・
マ
イ
タ
ウ
ン

一
般
質
問

政
務
活
動
費
の
ゆ
く
え

大人も参加できる子ども食堂を問

地域住民と協力して支援したい答

一 般 質 問

問

答

マンホールトイレ
の設置を

先進地事例検討し
取り組みたい


